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＜対策のポイント＞
近年の新型コロナの感染拡大やウクライナ情勢等の影響により、幅広い輸入食品原材料の価格高騰等が進むなど、輸入原材料の調達リスクが顕在化する

中で、食品製造事業者においては、原材料調達先の多角化等が喫緊の課題となっています。このため、食品製造事業者等に対し、原材料調達先の多角化
等の取組を支援することで、原材料調達に関するリスクに対応し、フードサプライチェーンの強化を図ります。

＜事業目標＞
○ 食料の安定供給、国民生活への影響緩和
○ 円滑な価格転嫁と賃上げ原資の創出

食品事業者における原材料の調達安定化対策

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．食品原材料調達安定化対策事業
①  原材料調達先の多角化等を通じた調達の安定化のため、原材料切替等に
伴う新商品の開発・製造・販売に必要となる機械・設備等の導入、調査、包
装・資材、PR等を支援します。

② 輸入原材料等を用いる製造ラインにおいて行う生産性向上によるコスト
削減（省人化（揚げ油の劣化防止装置の導入等を含む）・省力化。）又は包装
資材の変更など環境に配慮した取組に必要となる機械・設備等の導入、新
商品の開発・製造・販売・PR等を支援します。

③  調達する輸入農林水産物等を継続的に国産農林水産物等に切り替えるた
めに行う販路新規拡大の取組、併せて地域の農林水産業との連携について
支援します。

２．消費者等の理解醸成
円滑な価格転嫁に向け、インターネット等の各種メディアを活用し、消費者

等に対して、食品の生産コストの高騰等に関する実態等の広報を行うことで、
価格転嫁を進めやすい環境の整備を図ります。

＜事業の流れ＞

国

民間団体

民間団体 食品製造事業者等

1/2または1/3

（１の事業）

（２の事業）

[お問い合わせ先] 
（１の事業）大臣官房新事業・食品産業部食品製造課 （03-6744-7180）
（２の事業）大臣官房新事業・食品産業部企画グループ （03-3502-5742）

【令和４年度補正予算額 10,000百万円】

委託

定額

国産原材料導入のための
製造ラインの増設

生産者との連携による
地域食材を活用する取組

原材料調達先の多角化
新商品のための

製造ラインの変更・増設

ク
ッ
キ
ー

パ
ン

輸入小麦
を使用

米粉・国産小麦
を使用

もっちり感
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研究期間：令和４年度～令和６年度

令和５年度予算額：39（43）百万円
農林水産研究の推進 現場ニーズ対応型研究

➢ SDGsや環境を重視する国内外の動きが加速する中、 「みどりの食料システム戦略」において、令和32年までに有機農業の取組面積を100万haに
拡大する目標を掲げたところ。

➢ 水田では稲・麦・大豆の輪作体系で作付けされることが多く、有機栽培を行うに当たっては、特に小麦の赤かび病の発生がネックとなっている。我が
国では麦の生育後期に降雨が多いことから赤かび病が蔓延しやすく、一度化学農薬を使用すると、その後３年間は有機農産物認定が得られない。

➢ 将来の有機栽培の実現に向けた検討を進める一方で、近年、赤かび病への抵抗性の優れた品種が見出されていることから、当面は当該品種を活
用しつつ、令和６年度までに減化学肥料・減化学農薬栽培技術を確立する。

＜イメージ＞ ＜イメージ＞

・ 有機資材等を活用した最適な栽培管理を行
うことで、実需者が求める安定した収量と品
質を実現し、生産者の収益性が向上。

・ 減化学肥料・減化学農薬栽培手法をマニュ
アル化し、各地域における最適な小麦の減
化学肥料・減化学農薬栽培を全国に普及。

生産現場の課題 生産現場の課題解決に資する研究内容 社会実装の進め方と
期待される効果

・ 環境への負荷を低減しつつ、品質や
収量の安定した収益性の高い持続
的な小麦生産体制を実現。

・ 小麦生産における化学肥料及び化学
農薬の使用量を１割以上削減。

（２）有機農業の生産体系の構築に

向けたプロジェクト

種子消毒

元肥施用

除草剤散布

穂肥

除草剤散布

開花期追肥

赤かび病防除

・ 主要な小麦生産地域において、堆肥等の有機資材の活
用や輪作体系の導入等により、各生育ステージで化学肥
料・農薬の使用量や使用頻度を調整することで、
① 実需者が求める安定した収量と品質、
② 最大のコストパフォーマンス
が得られる減化学肥料・減化学農薬栽培技術を開発。

・ 減農薬栽培を行う上で特に課題となる赤かび病の抵抗性
品種を活用することで、どの程度農薬の使用量を低減し、
生産コストを削減することができるかを明確化しつつ、既存
品種より赤かび病抵抗性を強化した品種の開発を推進。

赤かび病が発生すると、品質や収量が低下
するだけでなく、流通不能となる可能性も。

分げつ肥

除草剤散布

持続的な小麦生産の実現

○ 環境保全、コストパフォーマン
スの観点から、施肥・薬剤散布
の在り方を再検討

小麦栽培
における

主な作業

・ 農薬を減らしたいが、赤かび病をはじめ
とした病害が発生しやすく、防除がか
かせない。

・ 品質・収量を安定させて収益を上げた
い。

・ 体系化された栽培マニュアルが

 ないので、減化学肥料・減化学

 農薬栽培に取り組みにくい。

③ 輪作体系における持続的な小麦生産の実現に向けた減化学肥料・減化学農薬栽培技術の確立【継続】

［お問い合わせ先］農産局穀物課（03-6744-2108）



8-８ 主な支援措置

22



８-９ 主な支援措置

23


	★R4(3)麦をめぐる事情.pdf
	スライド 18: 8-３　主な支援措置
	スライド 19: 8-４　主な支援措置
	スライド 20: 8-５　主な支援措置
	スライド 21: 8-６　主な支援措置
	スライド 22: 8-７　主な支援措置
	スライド 23: 8-８　主な支援措置
	スライド 24: ８-９　主な支援措置


